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　　奉告
所為掲款費事各項掲費倶免　楊恒聚煙酒事　四郷人等公叙
約於三月初十　到大睾殿公議　煙酒肉舗軋戸　裁衣木匠庫匠
僧道巫師地理　公論一斉同心　各項掲費不行　大衆不能推委
備有午刻不来　悔後査出要罰　如有掲費要行　ロロ□ロロ当
要我一文不能　公安局長聴辮　四郷人等跨閑　悔後再看斉行
　　特告　　　　　　　　　　　　　要緊
　このビラのメッセージは大衆と公安局の双方に向けられている。「裁衣（仕立て屋），木匠（大
工），庫匠（倉庫番のことか），僧（仏僧），道（遺士），巫師，地理一（風水師）は心を一つに一して，
楊恒聚の不当を公にし；．各種税金に反対し，三月初十日に大聖殿に集合し抗議する。」
　県公安局は旧暦三月初十日に示威行動を起こすというこの予告に対し，九日の夜から特殊警察
隊九名を派遣し警戒にあたらせていた。翌十日，劉橋鎮から二里ほど離れた大聖廟前には午前中
から道士らが集合し始めていた。鎮行政局，郷董が大聖廟に人を派遣し，説得しようとしたが効
果なく，群衆は既に隊列を形成し東街へ進みつつあった。そしてとうとう大通りで特殊警察隊と
衝突した。警察隊は空砲を放ち威嚇したが制止できず，遂に実弾を発砲した。これにより民衆側
の一名が死亡したほか，重傷二名，軽傷四名を出した。
　第5報には特殊警察隊分隊長周連城の書簡が掲載された。これによれば大聖廟に集まった郷民
の数は約千人，沸き上がらんばかりの気勢であったという。周は発砲に至る経過を説明した後「郷
民の群衆行動はよくある事だが，今回のような激烈な暴動は始めてだ。これは明らかに共匪（共
産党ゲリラ）の煽動があったに違いない」と述べている。
　5月3日，国民党県党部は事態を憂慮し，人員を派遣してこの騒動の背景を調査させた。騒動
の舞台となった楊恒聚槽坊の主人楊星垣は，劉利鎮で長い間酒税徴収の代辮に携わっていたが，
権力を笠に着て，私腹を肥やしていた。公安局はたびたび賄賂を受取り，楊の行状に見てみぬふ
りをしてきた。公安局の摘発で罰せられるのはいつも一般民衆や税の徴収員ばかりで，彼らの中
には楊をひどく恨む者が少なくなかったという。これが事件の遠因である。事件の近因について
は，調査報告は次のように説明する。
　　「教育局が近々実施する経賦税に対し，一般僧道は反抗的であったが，彼らだけでは力が弱い。
　　そこで酒税に一律反対の郷民を巻き込み，さらにこれから裁衣税や木匠税，庫税など十種類
　　の雑税がこれから徴収されることになるだろうといった，さまざまなデマをとばしたらしい。
　　彼らは各地から信者の訪れる二月二十五日の東獄廟の廟会において，群衆をひきつけ，勢力
　　を拡大しようとしたのである。一般の火居道士にとってこれはまたとない機会であった。道
　　士たちは廟に入り込み，十種の雑税の苛酷さを訴え，さらにこの税はすべてあの楊星垣が取
　　り立てることになると演説した…。」47
　5月8日，県政府は被害者の家族，及び楊星垣，周連城等を集めて事件に関する審問を行った。
この時楊星垣は，集まった郷民は二千人余りでその七割は火居道士だったと証言した。審問委員
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の「南通全県にそんなに道士がいるわけないだろう」との質問に対して，楊は白蒲区の道士も参
加していたと答える。
　楊の証言は極端だとしても，騒動の中核になったのが，憧子のような巫師を含めた火居道士で
あったことは間違いない。県党部がこの事件を重視したのも，まさにこの点にあった。調査にあ
たった県党部調査員は，道士や巫師が暴動の煽動者になることを警戒し，「これは共匪の狽猟に
も値するものだ」という見解を発表している。このように劉橋酒税騒動は，廟会，香火会，迎神
寮会などと呼ばれる伝統的な祝祭が，近代の民衆暴動の結節点になったこと，また道士や巫師な
ど霊的職能者が暴動を煽動する役割を果たしていたことを示唆している。
　国民党地方党部が推進した「迷信打破運動」に対する反発として，各地で展開された民衆暴動
の性格と背景を分析した三谷孝は，これらの暴動が“伝統”的農村社会に根差した“伝統”的結
社の武力によって起こされたものであり，こうした結社が，「多くの遊民層を含み込んで拡大し，
巫現，算命，医師，旅芸人，魔術師等の人々を媒介にして，村落内の下層民衆の中に浸透していっ
た」（三谷ユ980：43ユ）こと，またしばしば「反乱が廟の“祝祭”の日を選んで起こされた」こと
を指摘している（三谷1980：448）。
　確かに，こうした暴動の背景として，文明や科学を信奉して民衆の啓蒙を押し進めようとする
国民党員や地方の改革主義者たちの，ラディカルな迷信打破運動がもたらした波紋を見逃すこと
はできない。甫通地方ではすでに清末から迷信打破の風潮が始まっていた。たとえば，光緒33年
（1907）夏，枡茶ではコレラが流行し，都天大帝ば消災降福の神様ということで旧暦九月二十一
日から二十四日にかけて都天会が開かれた。人々は奇形怪状なる都天の神像を廟から引き出し，
像を担いで街を練り歩いた。また疫病神とされる五神廟の廟会には，押し寄せる人のあまりの多
さに，焼香に訪れた人々の乗った船が定員オーバーで転覆するという事故も起こった。その冬，
江寧藩司がこの件を聞きつけ，東台県令にこうした会を禁じるようにと文書で命令した。これを
受けて翌年春，察少嵐を始めとする枡茶の郷紳たちは五神廟のある大澤郷の保長に命じて五神廟
を破壊し神像を河に投げ込んでしまった。怒った民衆は決起して市街になだれこみ郷紳，学者の
家を襲った。首謀者繧鶴衡は三月二十五日，二十六日に再度決起を呼び掛けたが，県令が省に派
兵を要請したため，兵を恐れた民衆は散り，首謀者は逮捕された。その後，五神廟の跡地には宣
講所が建てられた55。
　この記事に出てくる察少嵐は，清末民初に小中学校の設立や殖産に貢献した析茶の教育者であ
ると同時に，啓蒙主義的な郷紳たちのリーダー的存在であったらしい56。郷紳と呼ばれる地方エ
リートたちは，この頃から地方の権力基盤を掌握し，民衆の生活に少しずつ干渉し始めていた。
C．K．Yangが儒教の合理主義は，近代以降，西欧の合理主義に影響を受けた知識人の中でとくに
目立つようになったと述べているように（Ya㎎1961：294－340），伝統的な儒教的教養を身に付
けていると同時に，西欧的な合理主義，啓蒙思想の影響を強く受けていた郷紳たちは，郷民教化
の強い使命感に燃えなカ、ら，民衆の宗教を敵対視し始める。
　ユ928年，南京国民政府により神祠存廃標準令が発布されたのを契機として，迷信排斥運動の展
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開は次第に過激さと広がりを増していく57。迷信打破運動が迷信と見なした寺廟や神像，迎神寮
会，演戯は，伝統的郷村世界で営まれていた危機回避，秩序再生を目的とした祭祀の象徴であり，
また儀礼そのものであった。従って迷信の打破は，この危機回避，秩序再生という儀礼のメカニ
ズムが破壊されることを意味していたのである。
　劉橋酒税騒動はまた，伝統的郷村の時聞と後の革命の時代との接点に位置する事件でもあった。
暴動は伝統的な廟会を発端としていた。東獄神は憧子と密接な繋がり幸もち，東獄廟の廟会には
多くの憧子が集まり唱書やパフォーマンスが行われたという干8。従って廟会に火居遣士が大勢押’し
掛けるという現象は，伝統的な祝祭の時間に連なるものであった。しかし1928年の旧暦二月二十
五日の廟会において，彼らは新たな行動をとった。彼らが民衆に向かって説いたのは，神の託宣
でも疽神の物語でもなかった。彼らは世俗的な言葉によって敵は誰かを明確に示したのである。
　この劉橋酒税騒動と同時期，ユ928年4月末から5月初めにかけて，泰興と如皐で共産党指導に
よる五・一蜂起が展開されていた。この五・一蜂起を発端として，南通・海門・如皐・泰興など
のいわゆる「通海如皐地区」では，共産党の初期的な武装集団としての紅十四軍が生まれる59。
劉橋騒動がこの蜂起の一環であったかどうかは明らかにされていない60。しかしここで生まれた
暴動のエネルギー自体は，同時期に起きた共産党系の民衆暴動に吸収され，1930年4月紅十四軍
の成立へとつながっていたとみることは可能であろう。
6．「解放」後の憧子と憧子戯
　ユ949年2月2日，南通は解放された。92ぺ一ジの年表は，解放後，憧子戯が共産党の政策の下
でどのように再編成されていったかを示したものである。
　1956年に中国を訪問した演出家千田是也の報告によれば，共産党政府は，各省から各郷に至る
まで，党の意向を反映した文化局（郷鎮レベルでは文化センター）を設置し，民問の戯班に対し
てまず講習会を行なった。講習会の目的は，芸人たちに解放前の苦しい生活を告白させ，解放後
の社会的地位の向上を確認させること，人民に奉仕するという民問文芸の使命を自覚させること，
劇団運営の合理化を図ることなどであった。劇団運営の合理化については，戯班の利益が一部の
花形俳優に集中したり，興行師にピンハネされたりしないように，合作社（共同経営）の形式が
取られた（千田1956：u8）。民間の戯班は，秘密結社や地主の保護下にあることが多かったため，
合理化はこうした「反動」勢力と芸人たちを切り離す目的もあったと思われる。政府はさらに，
民間の戯班と職業芸人に対する管理と指導を強化するために，戯班の登記制度を採用した（千田
1956：1ユ9）。
　芸人たちの中には積極的に党の指導方針を受け入れ，やがて地方政府の要職に就いたり新しい
劇団の設立に加わったりする者も現れた。たとえば王金生という憧子は，解放前から人気が高く，
同業者の問でも一目置かれていたが，解放後旧劇改革に積極的に取組んだ結果，1958年に結成さ
れた憧子戯実験劇団の団長となり，その後さらに実験通劇団の副団長に就任した（李少麟1984：
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193－196）。
　一方で，憧子の巫師としての活動は，迷信で民衆を願す行為として，公安局の厳しい取締を受
けた（李少麟1987）。東岳廟の三月廟会，都天廟の都天会などの大規模な廟会は，「迷信的色彩」
を取り除かれ，集市貿易会あるいは物質交流会の名前に改められた（白1987）。石港鎮の5月18
日の都天会で毎年行われていた老神会は，1952年で取り止めになった（曹1986）。
　民問戯班を対象とした旧劇改革は，抗日根拠地など共産党の支配地域では既に解放前から始め
られていた。この改革は共産党のいわゆる文芸工作の一環として行われたものであるが，いった
いこの文芸工作の理念と手段とはいかなるものであったのか。またその政策は民俗芸能の芸人た
ちにどのように受け入れられたのだろうか。
　中国共産党の文芸路線が現在に至るまで，1942年延安の文芸座談会で毛沢東が行った「文芸講
話」61を基本方針としていることは周知の通りである。この中で毛沢東は，文芸の普及工作と向
上工作という二つの任務を提起している。文芸の普及とは，大衆一ここでは労働者，農民，兵
士一の生活に密着した壁新聞・演劇・歌謡・民話などを取り入れ，彼らが受け入れられる，つ
まり理解できる文芸作品を作ってこれを普及させ，大衆の闘争意欲を高め，団結を強化させると
いうものである。一方，文芸の向上工作とは，学働者，農民，兵士を革命的．なプロレタリアート
として教育し指導することを意味している62。
　この毛沢東の講語以前から，共産党は民謡，芝居，講演を含めた芸能の宣伝効果を認めており，
農村での宣伝工作に積極的に利用しようとした。たξえば，新四軍の副軍長，項英の「新四軍の
抗戦一年来の経験と教訓」（ユ939）は，「芝居や仮装して講演したりすることは，農村での宣伝の
もっとも有効な方法である。もしもわれわれが非常によく農村に適合した演劇で彼らの抗戦意識
を高めるならば，それはわれわれの長たらしい報告よりもはるかに有効であろう」63と述べてい
る。同様の認識から，30年代前半より，各地の革命根拠地で，「紅色戯劇」と呼ばれる革命劇や
生のニュースをそのままスケッチして上演する「活報（生きた新聞）」などが盛んに演じられた64。
こうした芸能による共産党宣伝工作を行ったのは主として文芸工作隊（文工隊）の人々であった。
彼らは前線や根拠地の農村を巡回し，街頭や広場で革命の芸居や歌を演じたのである。
　共産党は民衆文化を奨励する一方で，民衆の意識の中に存在する旧い思想一封建思想，迷信
思想など一を排徐していかなければならないとすると考えていた。毛沢東が新民主主義論の中
で述べている次の言葉はあまりにも有名である。「新民主主義の文化は科学的である。それはす
べての封建的な思想や迷信的な思想に反対し，実事求是を主張し，客観的真理を主張し，理論と
実践の一致を主張する。」65
　共産党の文芸工作は要するに，伝統的な芸能の入れ物（形式）を借りて，新しい中身（思想）
を浸透させようとするものそあった。入れ物は，語り物，演劇，講演などの口承形式が主であっ
た。新しい中身と旧い申身を入れ替えるには，旧い中身を破壊しなければならなかった。しかし
李がら旧い中身が「旧い」とされる基準は暖味だっれ
　ではいったい旧劇の中のどのような要素が封建的二迷信的と見なされたのだ■ろうか。まずその
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理念面を知るために，解放後の戯劇改革の諸理論をまとめた，原田正己氏の「中国の戯劇改革論
の一側面一主として民間信仰のとりあつかい方について一」（原田1957）を参照したい二原田
氏は主として黄芝岡のト論神話劇輿迷信戯」を取り上げ，「神話劇」と「迷信劇」という区別によっ
て，地方劇と密接に結び付いた民聞信仰がどのように評価されているのかを考察している。原田
氏によれば，黄芝岡が「迷信」と「神話」を区別する標準としているのは封建的性格，及び「想
像」と「人情」の有無である。黄芝岡は二郎神の故事の申の，宝刀で華山を切り開くという「刀
跨華山」は，鉄器の製作についての説明があるので「神話劇」の部類に入る。同じ二郎神の故事
でも「宝蓮燈」は，孝子の倫理教説が見られるので，「迷信戯」とされる。宝巻や変文の中の有
名な故事でありまた宗教劇としてのこっている「目蓮救母」や「香山記」は，不自然な封建教説
とむごたらしい地獄の諸相が見られるので，「迷信戯」と見なされる。さらに黄芝岡は仏教道教
は封建道徳と結び付いていると見なしているので，道教の神仙の話をモチーフとした戯劇には否
定的である（原田1957：6－9）。原田氏は以上のような戯劇改革論者の解釈に対し，「戯劇は人々
の情感に訴えるところに意味をもつものである」から「形式的理論で，ことごとくこれを解釈し
処理することはできない」（原田1957：20）と批判的な見解を述べている。原田氏の見解は今で
こそ至極あたりまえに聞こえるが，当時の日本の演劇界では，中国の戯劇改革を絶賛する論調が
むしろ主流であった66。
　では旧劇改革は，実際の農村ではどのように行われたのだろうか。たとえば1933年12月5日の
『紅色中華』には，次のような記事が掲載されている。
　　「江西省害都県段屋郷の胡公廟では最近，封建的な芝居が何日にもわたって演じられた。こ
　　のため中共県委はすぐに該郷に人員を派遣し，反封建旧劇の闘争を展開するよう群衆に向
　　かって説いた。地主，富農，流眠，煙鬼（阿片申毒者）などの輩は，一部の無知な群衆を惑
　　わし，『胡菩薩おんみずから戯班を呼ばれたのだ』などとうそぶいた。一部の無知な群衆が
　　この嘘を信じこんでしまったため，旧劇あいかわらず演唱されたのだった！この件はまだ未
　　解決である。県委は害都の工農劇社（分社）を派遣して新劇の上演を行うよう命令した。徹
　　底的に封建旧劇と闘争し，このたびのうそつき分子をさぐり，厳格に打倒鎮圧して初めて，
　　一般労働者，農民など群衆は安心して楽しく新劇を見に来ることができるのだ。」67
　農村内で旧劇勢力と共産党の新劇勢力が対決するこうした場面が，どれほど普遍的に見られた
のかについては不明である。実際の演劇改革は闘争よりも，旧劇の担い手である当の芸人たちに
よって自主的に行われた例も少なくない。たとえば洪山戯を例にとってみよう。1939年，新四軍68
が六合に抗日根拠地を形成してから，共産党はこの地の芸人への教育工作を開始した。赤隙洲を
始めとする洪山戯の芸人たちは，この頃から党の宣伝活動に身を投じるようになった。彼らはま
ず従来の演目のうち封建迷信的なものを廃止し，『送子参軍』『張忠参軍』『逃兵帰隊』などの抗
日闘争を呼び掛ける演目を作った（呼1990）。『六合県戯曲志資料匿編』には，こうした新しい演
目のひとつ『路条』の筋が紹介されている。
　　「ある新四軍の兵士は，あだ名を牛頭粗といい，勉強がきらいであまり字を知らなかった。
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　　ある日，六合県城の東門を，花巧という名前の女特務が通り抜けようとする。彼女は門を守
　　る牛頭粗の前を通り過ぎる時，偽の証明を見せて関門を越える。この様子を新四軍の偵察員
　　が見破り，女特務を逮捕する。この偵察貝はあだ名を皮条三といい，牛頭粗を非難し口論に
　　なる。その時一人の班長が申に入り，牛頭粗に知識をもたないことの悪い面を言って聞かせ，
　　同時に皮条三に対して思想教育工作の重要性を説く。」69
　ここで出てくる牛頭粗や皮条三といったあだ名には，恐らく隠れた意味があるのだろうと思わ
れる70。あるいは二人とも伝統的な演目の中で人気のあったキャラクターかも知れない71。芸居
が「過関」の場面を描写しているのも興味深い。洪山戯の伝統的演目では，「過関」は厄払いの
力をもつ一種のお呪いである。舞台の芸人が「孟姜女過関」など芝居の中の「過関」の一場面を
演じる際，親は子供を舞台の上に上げ，芸人に子供を抱いて「関」を越えてもらう。一度「関」
を越えるたびにいくばくかの喜銭を芸人に渡す。これをやると子供は病気をせず，運が開けるの
だという72。
　芸人たちは新四軍の活動を様々な形で支援した。ここで洪山戯の芸人に伝えられているいくつ
かのエピソードを紹介しよう。一
　　1943年秋のある晩，洪山戯の芸人宋時雨が六合大営李村で芝居をしていると，新四軍の幹部
　　が国民党の特務に追われて駆け込んできた。舞台裏にかくまってほしいという幹部の申出を
　　宋時雨は引き受けた。宋時雨は幹部に龍套（兵士，夫役等のエキストラー筆者注）の扮装
　　をさせて舞台に上げ，敵の目幸巧妙にくらませ，幹部の命を救った。この新四軍の幹部の名
　　前は明らかではないが，後に劉少奇だったという噂が広まった73。
　この宋時雨という芸人はエピソードの多い人である。『六合県戯曲志資料匿編』によれば宋時
雨は八百郷岳陽村の生まれで，もともと私塾を経営していたという。同様のエピソードとして，
　　1944年秋，宋時雨が戯班を率いて屏山の麓で公演している最中に，付近で突然2発の銃声が
　　響いた。宋があわてる観客を落ち着かせていると，新四軍の幹部が舞台裏に逃げ込んできた。
　　聞くと趨連祥率いる悦偲政権の軍隊に追われており，かくまってほしいという。宋は即座に．
　　幹部を衣装箱の上に座らせた。しばらくして悦偲政権軍の軍人がやってきて，「あいつは何
　　者だ」と尋ねた。宋は「彼は私のいとこで，我々の戯班の公演を頼みに来たのです」と答え
　　た。幹部が落ち着いていて，まったく怯えた様子がないので軍人はこの話を信じこみ，おか
　　げでこの幹部は助かった74。
　このエピソードにでてくる宋時雨は，革命幹部を救った功績を認められ，1944年，抗日民主政
府より六合城郊外の富門郷の郷長に任命された。ところが1957年，南京に新しく揚劇団が結成さ
れたとき，どういういきさつがあったかは不明であるが，右派とみなされて労働改娃に送られ，
1962年病没した75。先に述べた王金生という憧子は，旧劇改革に績極的に取り組み，憧子戯劇団
の団長となることに成功したが，宋時雨のように解放後のめまぐるしい政治路線の変化の中で失
脚した者も少なくない。
　南通市区，甫通県で憧子戯の調査がさかんにおこなわれたのは，1958年から59年にかけての「大
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躍進」期，全国期に「新民歌運動」が展開された時期である。この時南通の民間文芸家たちが動
員された。しかしその時採録された口述資料のほとんどは，その後長い岡，文化局の倉庫や個人
宅に埋もれることになった。60年代に入ると新たな政治キャンペーンによって，こうした活動は
「反動的」であると見なされてしまったからである。南通県騎岸鎮のA氏は，新民歌運動の時精
力的に憧子の口述資料や巫書を収集した民間文芸家の一人である。彼は文化大革命で真っ先に「高
帽子」を被せられた。彼はついぞその体験を語ろうとはしなかったが，筆者は周囲の人々の話か
らそのことを知った。
　李少麟氏は，文化大革命の10年間については，まるでぽっかりと穴が開いているかのように何
も触れていない（年表参照）。1964年9月22日の通劇団解散の前後にどのようないきさつがあっ
たのだろうか。64年といえば，工作隊が各地の農村に入り，社会主義教育運動を展開した時期で
ある。筆者は現地で知り合った民問文芸家協会，文化局の人々に，何度か文化大革命期の状況を
尋ね，彼らがその体験を語ってくれるよう話を仕向けた。だがそれはほとんど失敗であった。彼
らにとってあの時代は，語るにはまだあまりにも重すぎるのだ。
　『新時期民間文学捜集出版史略』の第一章は文化大革命の十年がもたらした破壊の描写から始
まる。「民間故事の口述者，民聞史詩，民歌の唱い手たちの多くが残酷な仕打ちを受け；死に至
らしめられた。ある者は“牛鬼蛇神”，“毒草王”，“黒歌星”のレッテルを被せられ批闘を受けた。
・・民間文学の収集整理に従事した者も例外ではなかった…。」（挑，孟1989：1－2）。
　向上を望み，理想を信じていた多くの芸人や民間文芸家たちは，憧子戯の改革に熱心に取組み，
憧子戯をひとつの「芸術」の形に昇華させた。ところがその後彼らを待ちうけていたのは，文化
大革命という深い落とし穴だった…。
お　わ　り　に
　本稿は，中国江蘇省の南通地方一帯に伝わる「憧子戯」という民俗芸能を通して，中国の民間
宗教者の諸相とその近代史を描き出そうと試みたものである。前半は，まず南通地方の巫師「憧
子」をめぐってその宗教的職能者としての側面に焦点をあてた。伝統的な郷村社会において，憧
子は多様な職能を持ち，人々の生活に密接に結び付いた儀礼に関与していた。後半では，憧子戯
の商業演劇化，民問宗教者の関わった民衆暴動，共産党の文芸工作と芸人たちの行動というトピッ
クを選び，憧子を含めた民間宗教者，芸人の動きを追った。清末以降の「憧子戯」の変遷を見て
いくと，1920年代頃までに宗教儀礼から商業演劇化が進み，憧子は巫師から芸人の性格を強くも
つようになる。同時期，憧子を含めた巫師たちは，もう一つの動きとして民衆暴動の煽動者的な
役割を担っていく。．その後南通一帯に勢力を拡大していく共産党が，彼らに対して取った手段は，
このユ920年代頃までの変遷の方向をさらに強化するものであった。宗教儀礼から演劇への方向ぽ，
共産党の旧劇改革によって強化され，宗教的要素が排除される。一方祝祭を媒介として拡大した
民衆暴動は，より組織的な，目的をもった運動としての「革命」に吸収される。以上の過程は，
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国家の正統な歴史観に従えば，次のように表現される。「芸人たちは社会主義思想に目覚め，自
ら旧劇の迷信的色彩を取り除き，積極的に革命に参加した」と。この表現はある一面では真実を
語っている。確かに巫師や芸人たちの中の一部は，理想と政策を信じ，「向上」や「発展」を自
らに課したのだった。彼らの価値観を誰も否定することはできない。否定できないどころか，そ
れは我々の時代我々の社会をつき動かしている価値観でもあるのだ。しかし信じたものに裏切ら
れた人々は，あるいはこうした価値観に適合しないとして排除された人々は何を思い，何を希望
としたのか。
　筆者が今後もっと行わなければならないのは，憧子たちとの対話である。筆者が本稿で描き出
した憧子戯の変遷過程も，やはり筆者自身の価値観が入り込んでいる。我々はまだ，憧子自身の
言葉で語られた憧子戯の歴史を持っていないのである。
　この他にも，本稿で論じ尽くされていない部分はあまりにも多い。特に憧子と口承文芸，憧子一
と疽神信仰との関わり，宗教儀礼から商業演劇への具体的な移行過程，さらに本稿ではほとんど
取り上げられることのできなかった文革期の状況など，これらは憧子戯の全容をつかむ上でぜひ
とも明らかにされなければならない課題であり，今後も引き続き検討していくつもりである。
年表：「憧子戯の沿革」
1949．2　　南通解放
1957秋　　南通市憧子戯業余劇団正式発足　“憧子戯”の名称を使用
1958．10　南通市憧子戯実験劇団発足　京劇の演出形式（唱法・セリフ・化粧・衣装・舞台装
　　　　　　置・管弦楽器）を取り入れる
1958．！1　憧子戯実験劇団で初めて男優，女優が共演する。男性が女装するという憧子戯の伝
　　　　　　統がここで廃止される
～1959．1　人民劇場，新新大戯院，文化宮で伝統劇，現代劇を上演する
　　　　　　通劇編成の準備が進められる　南通地区の民謡，山歌，労働号子（労働の掛声から
　　　　　　生まれた歌）などを取り入れ，憧子戯の腔調の改良を行う
1960．5　　南通市実験劇団発足　上級機関から幹部が派遣され，指導班を結成
　　　　　　もともとの憧子戯の芸人を含む演員の一部が整頓工作により下放される
　　　　　　その代わりとして他の文芸団体から若い演員が吸収される
　　　　　　この頃から通劇団が農村を巡回する　「白毛女」等の現代劇が主となる
1961．11　文化宮にて旧い腔調を基本とし，伝統的な形式を残した「陳英売水」を上演
　　　　　　このとき市，省の政府幹部から芝居の場面の一部についてクレームがつき，「白毛女」
　　　　　　を併演する
1963．7　　人民劇場にて大型古装劇『楊立貝告状』を上演，新しく創作した准調を披露し人気
　　　　　　を博す
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！964．9　　通劇団解散
1977．4　　通劇改革小組成立　通劇の復活
李少麟1987より作成
注
1．中でも，最近の中国演劇史の分野からの灘戯への切り口は，実証的であると同時に民俗学や杜会史の分
　　野へ積極的にのりこむ大担さを見せており非常に新鮮である。本稿執筆にあたっては田仲1989，小松
　　1989，井上他1989の各著作が参考になった。
2．だがこの「民俗芸能」という概念白体，「「古風」「始源」「伝統」と言った，見たこともないイデオロギー
　　に取り懸かれて」おり，「「近代」「戦後」「資本主義」「都市」「貨幣」等々を隠蔽したところにそれは強
　　引に存在されてきた」（橘本1989：103－104）ものであることは，ここではあえて問わない。しかしその
　　ために本稿では，儀礼，芸能，宗教芸能，商業演劇といった言葉が，かなり暖味に使用される結果となっ
　　ていることは認める。筆者がここで民俗芸能という言葉を使った理由をあえて弁明するとすれば，憧子
　　戯を民俗芸能と呼ぶことで，宗教儀礼，見世物的パフォーマンス，娯楽芸能の総体として行われたかつ
　　ての憧子戯と，完全に「演劇」化した，地方劇としての憧子戯とを区別する意図があった。
3I「中共中央，わが国の社会主義時期の宗教問題に関する基本観点と基本政策」日本国際問題研究所編『中
　　国共産党最新資料集・下巻』勤草書房，1986p．273，pp283－284。同書は文化大革命終結後の中国共産
　　党の基本的な宗教観を示す資料である。
4．ここでの調査とは，筆者が南京大学在学期間中の1988年5月，7月に行った延べ約2週間の予備調査，
　　1990年3月に1か月にわたって行った資料収集及び予備調査を指す。
5．憧子戯は童子戯とも伺子戯とも表記される。音はほぼ同じである。
6．憧子戯の腔調については，南通市民間文芸家協会に所属する杜友農氏よりご教示いただいた。
7．南通市は海安・如皐・如東・南通・海門・啓東の6県から成る。南通市区という場合はかつての州城と
　　その郊外を指す。．
8．その中の一つ，「南通県英雄通劇団」は地元の農民たちで結成されているアマチュアの通劇団である。
　　結成は1980年，1988年7月当時，団員は16名，内男性6名，女性10名の構成とのことだった。以前は男
　　性ばかりだったという。解放前からの憧子戯の老芸人が指導にあたっている。
9．現在までに中国側から出ている論文（公開出版）には，王佑1989の他，車他1989，曹1990，徐1991など
　　がある。資料集としては南通県文化局編纂『南通県戯曲資料匿編』（1989）があるが，こちらは内部出
　　版である。
10．民間文学三套集成編纂事業とは，1984年中華人民共和国文化部，国家民族事務委員会及び民間文芸研究
　　会連合によって発せられた「〈中国民間故事集成〉，〈中国歌謡集成〉，＜中国諺集成〉の編纂出版に関す
　　る通知」に基づいて進められている伝統文化保存事業である。詳しくは挑i孟1989を参照されたい。
11、本節の記述にあたっては以下の便覧を参照した。
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　　南通市人民政府外事辮公室編『南通』ユ987，『中華人民共和国地名詞典江蘇省』ユ987．
12．『太平簑宇記』楽史選，清嘉慶8年刊本。
！3．光緒『通州直隷志』巻四（清光緒元年刊本）「民賦志・塩法」及び佐伯1956，陳霊1987を参照した。
14．南満州鉄道上海事務局調査部『南通県農村実態調査報告書』ユ941，p，108－109．
！5．曹琳氏によれば魚蘭会は孟蘭会の音が転化したものだという（曹1990：187）。
16．明嘉靖『通州志』抄本（明嘉靖九年刻本）「風俗」。
17．南通を含む蘇北一帯の地理的特性と災害の実態に関しては孫家山1984，pp．1－12を参照されたい。
18．筆者の聞き書きでは，青苗会は蛙害から作物を守るための儀礼であるとのことだった。文献では「郷問
　　於秋成後，鮫銭酬神，名日傲秋工，亦有召巫現，演唱説部，搭憂張燈，通宵達旦，名日青苗会」（「枡茶
　　の礼俗」察勧明他編『枡茶史料』析茶小緑雲庵蔵版，民国25（1936））とあり，秋の収穫祭に舞台を組
　　んで巫師を招き夜通し説唱を行うことも青苗会と呼んでいたらしい。
19、香火会は香火戯とも呼ばれる。
　　「香火戯は俗に“童子戯”と称し，もともと蘇北，暁東一帯の農村で流行した。香火戯は“青苗会”“火
　　星会”“孟蘭会”などから発展してきたものである。農民が消災降福，酬神還願のために巫師や道士を
　　呼び，壇を設置して傲会を行うところから始まった。」李漢飛編『中国戯曲劇種手冊』中国戯劇出版社，
　　1987「揚劇」pp．292－293。
　　安徽省文史資料編纂部編『安徽文史資料』19衰4は「香火会」について次のように述べている。「香火会
　　　　・遇家有病人没銭請医生診療，便去求神拝廟，許下香火願。於是好事者，越機鮫財，串連許願人，組
　　織香火会，於廟会（如農暦三月二十八日，四月八日，十月十五日…）前集款購備大型香，炮，大量的紙
　　燭和豊盛的供品，逢会日結伴進香，並雇用吹鼓手前引，拾到正殿神像前，祈神保佑無病無災。」（p，48）
20．「枡茶方言一斑」『析茶史料』
21．1988年7月の曹氏とのインタヴユーより。
22．樋杷とは木枝の二股に分かれた部分を指すことから，樋杷鬼とはY字型の妖1蚤であろうと思われる。
23、「栖杷鬼」南通民間文学集成弁公室編『如皐民間故事選』中国民間文芸出版社1989．
24．蓮花落を唱う芸人のこと。蓮花落とは「蓮花落」「落子」とも言う。民間芸能の一種。全国各地に流行し，
　　一般に当地の方言，民謡，小唄と結び付いて地方ごとに特色を持った。（上海芸術研究所編『中国戯曲
　　曲芸詞典』上海辞書出版社ユ981）
25．「三句不離不行」南通民間文学集成弁公室編『海門県民間故事選』中国民間文芸出版社1989所収。
26．この老人からの聞き書きについては拙稿を参照されたい。
27．宙官のこと。
28．表とは神に送る上奏文のこと。憧子の儀礼では，紅紙にどこの誰が何の目的でどの神を求めているかを
　　記したもの（王伽989：134）。
29．南通県騎岸鎮の老憧子劉広徳が，先代の憧子から覚えたという五岳内壇の神書の一節。1950年代半ばに
　　採録されたものだという。（王イ方ユ9891ユ23－124）
30．「五路神」（如東県）南通民間文学集成弁公室『南通民問故事選』中国民間文芸出版社1989所収。
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31．上憧子け上聖ともいう。上聖とは神仙を体にのりうつらせること（車他1989：178）。
32．察倫は紙の発明者とされている。
33．「花会之降童」徐珂編選『清稗類妙』第10冊　中華書局，1986p，4675
34。申通電視台，南通市民聞文芸家協会の共同制作によるVTR．1990年3月，同協会の御好意で見せていた
　　だいた。・
35．黄紙に鶏の血で儀礼の当事者と目的について書くもの。疏文の最後には保証人の氏名を記し張天師の印
　　を押す。（王佑1989：134）
36．神へ表を送る行為。憧子の伝説では，表は魏九郎が背負って三界に届けたことになっているため，表を
　　送る儀礼には「九郎官救父」の故事が唱われる場合もある（車1989：178）。
37．普通3室に区切られたユ棟の民家の中央の部屋を指す。正面に神々の画像と対聯が飾られ，奥には祖先
　　の位牌が置かれる。
38．八人掛けできる正方形の卓。
39．花や鳥，龍，鳳風など様々な図案をかたどった勢紙。
401「関」の種類については，Dor61914pp．26－27を参照のこと。
41．南通には，「過陰」（死者の口寄せ）を行う「走陰差」というシャーマンがいる。この「走陰差」には女
　　性が多い。
42．「竈地調査戸口毅薬與小学事」『枡茶史料』。
43．『江蘇省南通農村実態調査報告書』pp．109－110．
44．張警の演劇事業に関しては，南通市文化局戯曲志編纂室『南通市戯曲資料選編』第1期，、1986，及ぴ滴
　　通市文聯劇資料整理組『京劇改革的先駆』江蘇人民出版社，1982に詳しいが，ここでは特に『戯曲資料
　　選編』の中の揚谷中「張書与戯曲芸術」を参照した。
45．安徽省の徽州，池州一帯から発生した劇種を演じる戯班。小松氏によれば，「徽班は必ずしも安徽省出
　　身者のみをその構成者とするものではなく，徽商，即ち揚州の新安商人のバックアップを受けた劇団の
　　こと」（ノ』、松1989：90）
46．南通における徽班の活動については，南通市文化局戯曲志編纂室『南通市戯曲資料選編』第2・3期，
　　1987に詳しい。ここでは，特に同書所収の揚谷中「南通里河徽班」及ぴ曹琳「漫話石港老郎会」を参照
　　した。
47．たとえば王佑氏は「南通で流行し始めた徽劇，京劇は憧子の活動のライバル的存在となった。廟会での
　　演戯はやはり酬神の意味をもち，その役割は憧子の傲会と変わらなかったから，その影響を免れること
　　は難しかった。しかしその他の戯劇と接触することは，相手の良いところを吸収し演目を増やしていく
　　という利点もあった。」と述べている。（王佑1989：ユ27一ユ28）
48．『中国曲劇種手冊』pp．292－293．
49．一厳中平1966及び周月思，劉道栄1983を参照した。
50．「南通各界為兵変講謀善後」『江蘇省政府公報』第12期，1927．
51．たとえば1920年代初頭華北に生まれた紅卍字会道院，1924年に生まれた救世新教，など。
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52．「妖言惑衆被拘究」『通通日報』1928年2月16日。『通通日報』は1926年から1936年まで発行’された南通
　　地方の日刊紙。
53．「地穴湊有何神奇」『通通日報』1928年7月21日。
54．劉橋酒税騒動の顛末に関しては，『通通日報』から「酒掘風潮四誌」（1928年5月、3日）「酒掲風潮五誌」
　　（4日）「県党部派遣員調査酒指風潮」（8日）「酒指風潮案昨日開審」（9日）「対於酒損風潮有発表意見
　　者」（10日）を参照した。なお事件の第一報は4月30日。ここでの月日はすべて新暦である。
55．「五神廟及都天会之風潮」『枡茶史料』。
56．「析茶教育紀要」『枡茶史料』。
57．「迷信打破運動」の政治的背景とその顛末については，三谷1987を参照されたい。。
58．1988年8月民間文芸家A氏とのインタヴユーより。
59．短命に終わった紅十四軍の創立と壊滅に関しては，生き証人である劉端龍氏の『回憶紅十四軍』江蘇人
　　民出版社，1986を参照されたい。
60．劉端龍氏の『紅十四軍』では，劉橘の暴動を示唆する記述として，「南通劉橋区は県黍の部導のもと，
　　何千人もの農民が牛税に反対する闘争を展開した）（同書p．39）とあるだけで，劉橋騒動が主として酒
　　税に反対するところから起こった暴動であること，また暴動の発端に道士や巫師の扇動があったことは
　　全く記載していない。これは劉端龍が，道士たちがからんでいたことを意図的に削除したか，あるいは，
　　劉端龍ら共産党員がこの騒動に関してはほとんど関与しておらず，従って実態を詳しく知らなかったの
　　どちらかではないかと思われる。
6ユ．毛沢東「延安文芸座談会での講話」（1942年5月2日，23日）目本国際問題研究所編『中国共産党史資
　　料集』11，勤草書房，1975所収。
62．同上，pp．121一ユ28．
63．項英「新四軍の抗戦一年来の経験と教訓」（1939年1月1日）『中国共産党史資料集』9，勤草書房，
　　1974　　p．3980
64．紅色戯劇については中野淳子編，江木蘭注『江西蘇区紅色戯劇資料』東京大学東洋文化研究所付属東洋
　　学文献センター，1985，左莱・・梁化群1987，活報については，樋口1967を参照されたい。
65．毛沢東「新民主主義論」（1940年1月15日）『中国共産党史資料集』10，勤草書房，1974．
66．たとえば島田政雄ユ950a，b．
67．「芸術領域内的階級闘争，展開反封建旧劇的闘争」（『紅色中華』1933年12月5日）左菜・梁化群1987，
　　pp，123－124所収。
68．ユ937年から1947年，揚子江中下流の南北地区を作戦地区・とした中国共産党軍の略称。1940年前半には，
　　軍長に陳毅，政治委員に劉少奇を配し，8つの抗日根拠地をもった。
69．六合県文化局編『六合県戯曲志資料匿編』1990．
70．「皮条」というのは皮紐という意味だが，「拉皮条」は淫売の取り持ちをすること，「皮条客」はポン引
　　きのことである。皮条三にも同様の隠口命が込められているのではないかと想像される。
711こうした民問の戯班が新しい演目をつくる際に，伝統的な演目のどのようなキャラクターを残し，生か
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　　していったのかは興味ある問題であるが，今のところ資料が不十分なため，他日に期したい。
721呼1990，p．63及び1990年3月六合での聞き書きより。
73．『六合県戯曲志資料匿編』，呼安泰1990にも同様の記載あり。
74．同上。
75、『六合県戯曲志資料匿編』。
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